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●

６
月
係
日
②
す
性
セ
『
／
タ
ー
研
修

室
應
て
、
松
迄
叩
教
育
季
冒
農
の
委
買

長
と
し
て
、
年
間
（
教
育
季
買
と
し
て

虐
昇
期
勤
め
ら
小
に
聞
英
肥
十
え
（
青

山
誉
碗
六
種
名
誉
教
授
）
の
講
演
会
が

瀞
艸
伽
蕊
痢

編
諏
謡
易
経
操
灘
融

一
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
と
笑
喝
私
、
Ｆ

布
教
菅
李
員
、
元
教
肴
季
買
長
、
教
育

企
画
課
長
、
市
議
会
議
冒
算
の
参
加
も

1
１
１

武
唾
艶
子

あ
ｉ
ｆ
し
に
‐

閲
さ
ん
の
専
門
分
野
は
救
育
で
は

な
く
司
戎
律
Ｌ
で
あ
１
、
そ
の
法
律

９
勉
強
の
た
め
に
ド
イ
ヅ
雁
留
学
し
‐

研
拓
論
文
を
善
い
喉
ご
と
、
子
が
も

を
ド
イ
ツ
の
学
校
へ
通
わ
せ
龍
こ
と

写
の
錘
餓
か
ら
一
』
ド
イ
ツ
の
教
着
候

つ
い
て
の
考
え
方
や
、
吉
寸
門
の
雍
葎

的
な
面
か
ら
見
に
ト
イ
ッ
典
堅
丙
陣

つ
い
て
の
話
と
、
秘
ア
希
‐
⑦
散
去
月
等

冒
候
と
し
て
経
験
し
藤
ご
と
を
話
守

小
を
し
征
。

ド
イ
ツ
で
は
、
暮
ら
し
に
キ
リ
ス

ト
教
の
影
零
が
大
零
、
く
、
宗
掠
教
育

も
行
わ
狐
了
い
る
こ
と
、
ヱ
吟
も
の

宗
菰
赦
菅
薩
関
す
る
法
律
も
あ
う
、

岼
鴬
で
「
宗
赦
二
の
成
人
』
と
摩
ろ

、
、
と
ぱ
ど
子
ど
も
の
成
長
段
爾
に
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じ
に
、
、
と
。
恥
（
代
丞
）
年
の
庭
定
で

首
長
の
教
育
へ
仇
介
入
が
進
み
、
蕃
貢

参
冒
長
欲
廃
エ
ア
、
い
に
《
坐
と
．
教
育
現

’
応
じ
た
法
的
な
権
刹
仇
違
い
を
、
ド
イ
シ
連
邦
〆
作
成
し
た
可
子
育
て
入
閣
畳

で
ア
ド
パ
イ
一
人
し
て
い
る
こ
と
〆
銘
介
一

さ
い
段
し
犀
．
辱
戴
靜
別
Ｆ
細
か
く
混
定

ャ
へ
い
て
い
て
、
コ
ナ
ど
も
は
自
分
で
考

え
《
自
分
で
竜
思
決
定
し
、
行
勧
し
、

そ
⑦
誌
果
に
対
し
て
萱
任
を
と
る
」
こ

と
を
学
び
ま
す
・
特
伝
、
家
庭
で
も
毒

液
で
も
し
つ
け
②
基
本
は
、
子
ど
も
析
圭

司
何
掠
蕩
～
７
し
従
か
し
を
昔
碁
未
で
娩
明

で
き
る
§
ず
、
じ
ゞ
と
待
つ
Ｌ
フ
ー
と
と

し
て
い
＃
す
。
赦
育
と
は
『
市
民
膵
辱
《

る
Ｆ
め
い
筋
強
Ｌ
で
ろ
る
と
ｖ
７
、
《
と

が
侭
に
痢
ィ
″
ま
し
喉
．

散
歩
貝
季
冒
長
と
し
て
の
鐙
鮫
い
り
は

數
蓉
星
番
本
藷
至
条
の
「
放
有
例
目
的
」

に
つ
い
Ｔ
、
壱
や
に
考
え
て
い
た
こ
と
。
皿
（
胤
哩
年
の
放
定
で
学
稜
涼
青
・

な
烏
教
育
・
蒙
庭
赦
育
と
区
分
上
状
、

弓
震
庭
砿
肩
』
の
基
準
は
難
い
と
盛 ｜

講
演
会

寂
育
っ
て
何
写
勾
”
７
，

’

、
Ｉ
Ｆ
イ
弘
て
考
え
狼
こ
と
山



Ｑ
斎
誇
救
育
で

蕊
蒜
敷
育
・
て

）

I

大
痢
な
こ
と
は
、
訣
ど
も

〆
「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
訓
錬
を
す

る
こ
と
。
大
人
（
教
野
も
）
は
見
守
る

、
、
と
。
こ
い
た
め
に
秘
零
年
こ
と
ば
、

教
詐
の
蓉
買
・
教
詐
仇
危
強
鱒
願
の
確

保
・
サ
パ
テ
カ
ル
制
度
（
研
寵
啄
ど
の

張
め
ド
一
定
期
間
与
え
ら
蝋
る
長
期
有

鈴
休
暇
）
、
退
職
教
師
の
活
用
。

景
後
に
、
可
教
育
う
て
何
だ
ろ
７
？
哩

侭
フ
い
て
、
三
つ
の
提
起
と
考
え
方
に

つ
い
て
話
き
い
と
し
た
．

問
⑦
》
親
や
教
師
は
「
孔
子
の
論
語

か
ら
「
有
赦
無
類
へ
人
間
の
天
性
味
大

体
同
じ
演
趣
習
う
§
と
て
善
蕊
賢
愚

、

の
差
が
大
寺
、
く
守
る
）
」
を
教
育
の
基

本
に
お
い
て
い
る
か
？
‐

閉
②
”
未
成
年
者
状
態
で
な
く
鷺
も

陳
め
喝
我
々
は
何
乏
為
す
認
へ
１
ふ
？
‐

カ
ン
ト
…
「
啓
農
芝
は
、
人
悶
坪

自
分
の
未
成
年
者
状
澪
か
ら
抜
け
出
る

、
』
と
オ
あ
る
。

閉
③
叩
我
々
は
、
ワ
イ
ッ
ゼ
ッ
カ
ー

湯
唾
Ｚ
吟
も
む
数
評
も
衾
徒
過
ぎ
を

糞
蕊
詞
赦
責
て
大
朔
芋
こ
と
ば
「
自

分
で
考
え
る
こ
と
』
と
い
う
言
葉
Ｆ

祷
只
同
し
中
か
し
た
稻

「
浅
律
は
倫
頚
」
と
い
，
７
話
縦

興
荻
漂
か
フ
喉
で
す
６

１
船
旧
絡
均
鮮
Ｊ

薔
段
、
３
人
の
子
育
て
を
し
一
位

か
ら
何
を
学
ぶ
祁
？
白
本
人
は
、
歴

史
を
水
席
恥
了
う
と
し
て
い
啄
以
か
？
．

「
過
云
仁
目
を
閉
ざ
す
若
域
現

在
に
も
薑
自
侭
な
る
Ｌ
（
篦
三
次
世

界
大
戦
塞
了
卿
周
年
記
念
簿
説
よ
』

現
在
、
間
さ
ん
は
、
ゲ
マ
イ
ン
シ

ャ
７
卜
（
共
同
体
）
か
７
り
堺
ゼ
レ
ン

ャ
フ
ト
（
祇
公
・
組
合
・
合
流
）
へ

の
燕
１
菱
わ
う
た
つ
ｗ
て
研
究
十
冬
い

て
い
る
と
の
ミ
と
で
１
し
に
。

ゼ
レ
シ

、
り

力
７
ラ
ケ

谷
・
合
流
）
へ

研
究
十
念
仏

Ｉレ
フ
４た

。

し

参
加
者
ア
ン
ヶ
ー
ー
ｒ
よ
う

４

，

封

１

口

■
“

己

Ⅱ

‐

Ｉ

ｊ

１

１

４

４

４

４

ｊ

ｌ

勺

可

品

１

１

才

１
Ｊ
別
呵

ｇ
さ
Ｂ
Ｔ
３
ｂ
Ｉ

３
４
４
■
１
Ｌ
鄙
』
Ｔ
ｆ
ｑ
用
ｑ
４

貼弔

一一

事
で
は
特
別
支
嬢
教
育
に
穂
７
て
い

る
中
で
、
蕊
貢
應
っ
以
て
自
分
で
も
疑

閣
に
恩
う
て
い
る
こ
と
の
ヒ
ン
ト
Ｅ
頑

式
、
賑
く
て
奉
加
し
ま
し
備

彙
に
渚
え
鮠
け
て
、
子
い
も
に
背
中

を
見
せ
弓
小
も
、
人
闇
を
大
卸
に
で
孑
、

ろ
大
人
厚
が
う
た
い
と
曳
買
…
し
侭
吊

、
、
、
７
い
う
湯
ぴ
あ
っ
に
今
、
ま
雁
赦

久
て
下
さ
い
。

ド
イ
ツ
と
の
比
較
は
、
興
味
深
く
思

い
述
令
Ｉ
し
れ
癌

重
重
琴
、
身
近
な
お
誰
を
あ
う
が
と

剛
７
ず
が
り
ま
し
仁
。

と
あ
る
小
才
孝
夫
学
理
吾
縮
で
倫
錘

せ
７
藺
脚

帝

て
↑
、
ろ
お

帳
、
ド
レ
イ

ヲ
辰
で
す

こ
ん
で
い
る
｛
一
と
を
、
身
従
で
鐵
移
彪

鯉

こ
と
を
思
い
銭
し
た
少
‐
と
喝

１
鴎
心
揺
り
群
』
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雲
ジラ

と イ丁

か-疎

總
め力v，

て同

分本
かて”
ク Iま

;薑
混て“

）

て 毒

"｡‘まの

す将

織
子と”
と匂もノ
も隆

たち
ぢに
2か

青か
て う

丁
子
看
て
入
門
“
両
親
と
若
い
人
達

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
で
は
、
０
歳
１
伜

歳
が
細
か
く
分
け
て
規
定
寺
、
姪
岬
歳

｜
ド
イ
ツ
の
宗
教
婆
同
及
び
少
再
葆
護

肩
つ
い
て
ば
、
具
体
的
で
葵
吠
深
い
．

以
上
は
自
分
で
宗
教
Ｅ
決
定
し
変
更
す

る
、
｝
と
称
で
き
る
。
こ
肌
を
「
宗
教
エ

の
成
久
」
と
い
う
．

岼
歳
？
”
歳
末
潟
に
つ
い
て
は
《
労

働
・
運
転
・
婚
姻
・
自
由
竜
為
に
よ
る

稚
公
奉
仕
を
ど
に
つ
ぃ
て
細
か
く
規
定

さ
い
『
ぼ
歳
脹
紫
る
と
可
成
人
し
と
琴

７
‐
す
べ
て
に
お
け
る
自
己
疾
走
権
と

刑
事
寶
任
が
生
ず
る
。
両
親
、
監
護
権

考
ま
庭
は
親
擢
者
は
、
子
ど
も
が
成
人

す
る
ま
で
は
聿
貝
住
が
あ
る
と
き
汎
る
．

外
国
人
へ
の
奨
学
金
の
話
は
、
桑
ま

’
し
い
◎

今
椴
汐
注
視
し
て
行
き
た
〕
で
可

し
か
し
、
祖
母
と
し
て
、
苧
Ａ
以

二
別
に
母
と
し
て
「
し
つ
け
医
を
一
久
省

し
や
ま
し
徒
崎

１
鷲
牒
潜
鵠
ｊ

可
教
育
Ｌ
を
考
え
る
涯
め
の
良
い

梯
会
に
鄭
ｊ
き
し
賑
。
こ
い
は
、
現

在
の
日
本
の
政
治
状
況
を
考
え
る
事

に
も
な
り
字
す
。

可
子
ど
も
は
自
分
で
考
え
、
自
分

で
竜
芯
決
定
し
‐
〉
７
の
結
果
に
対
し

７
責
任
を
と
る
Ｌ
と
い
う
こ
と
・

「
遇
云
に
目
を
閉
ざ
す
着
は
、
混

在
に
も
七
目
目
應
な
る
Ｌ
里
壬
ろ
は
大

切
琴
言
葉
と
受
け
止
め
主
Ｌ
振
・

１
餓
旧
滞
り
餅
Ｊ

「
景
祷
の
」
教
育
長
…
こ
い
竜
吠

が
よ
く
分
か
ち
卒
か
フ
た
の
で
す
河

可
諭
育
委
買
会
Ｑ
Ｌ
Ａ
Ｌ
の
説
調
で

よ
く
分
か
う
学
し
に
．
確
か
Ｆ
「
最

循
の
し
で
す
ね
。

溌
菅
う
て
何
信
ろ
、
７
７
…
・
お
詫
刎

と
す
る
と
、
つ
ま
１
「
市
民
に
享
る

托
の
の
勉
強
Ｌ
と
い
う
《
《
と
廷
の
幻
塁

打
そ
う
す
る
と
、
市
民
と
し
て
⑦
権

剥
と
薫
繁
読
迭
懇
体
系
に
基
》
つ
い
て
学
贄

す
る
磯
学
毎
の
ろ
と
思
う
の
で
す
。
一

が
、
日
本
で
は
学
減
ず
あ
ま
ィ
教
わ
っ

た
記
憶
が
あ
う
ま
な
ん
。
法
体
糸
か
ら

外
杁
狼
「
這
徳
」
と
向
う
形
で
…
琴
の

で
し
よ
、
７
か
？
・

し
ジ
ュ
〆
を
拝
見
す
る
と
、
ド
イ
ツ

で
ば
法
律
脾
基
ざ
従
教
育
を
、
潅
豫

を
重
視
し
て
行
う
７
い
る
よ
う
で
す
必一

も
う
少
し
、
子
、
あ
と
、
、
ら
（
玄
櫓
孟

菊
詮
獄
？
，
）
を
、
日
本
と
対
比
十
、
せ
て
お

開
き
、
し
た
か
フ
嘱
斗
９
．
王
障
、
次
②

梼
会
Ｆ
・
・
掲
織
い
し
ま
す
。

教
育
禾
雲
員
会
と
は
？
，

ケ
全
員
書
屋
小
和
子

教
育
禾
雲
員
会
と
は
？
，

ケ
全
員
書
屋
小
和

榊
年
、
戦
前
の
園
家
主
為
的
、
中
央

■
■一

『
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